
序
　
章
　「
多
機
能
化
」
す
る
現
代
農
村

一　

問
題
の
所
在

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
国
民
の
農
業
・
農
村
へ
の
関
心
の
高
さ
を
し
ば
し
ば
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
農
村
の
生
活
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
、
農
業
者
の
デ
モ
や
抗
議
行
動
、
農
業
や
食
品
の
社
会
問
題
、
農
村
で
の
バ
カ
ン
ス
や
休
暇
、
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
等
で
あ
り
、
農

業
・
農
村
は
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
様
々
な
場
面
で
目
に
す
る
確
立
し
た
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
も
い
え
る
。

　

農
業
研
究
者
の
ク
ロ
ー
ド
・
セ
ル
ヴ
ォ
ラ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
農
業
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
次
の
二
つ
の
固
定
観
念
の
間
で

揺
れ
動
く
も
の
と
説
明
す
る
（Servolin, 1989

）。
一
つ
は
、「
伝
統
的
で
矛
盾
に
満
ち
た
農
民
（paysan

）
の
世
界
」
で
あ
り
、「
粗
野
で

清
潔
と
は
言
え
ず
、
自
分
の
農
場
に
閉
じ
こ
も
る
古
く
さ
い
人
々
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
国
家
の
支
柱
と
し
て

の
家
父
で
あ
り
、
自
然
に
調
和
し
た
生
活
と
自
由
を
享
受
す
る
最
後
の
人
間
、
そ
し
て
書
物
に
頼
ら
な
い
真
の
知
識
を
有
し
、
き
ら
び
や

か
な
都
市
に
抗
う
唯
一
の
人
々
」、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
で
固
定
観
念
的
な
農
業
・
農
村
イ
メ
ー
ジ
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
「
環
境
」
や
「
農
村
の
公
益
性
」
の

登
場
に
よ
っ
て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
と
り
わ
け
農
業
と
い
え
ば
「
誰
に
も
縛
ら
れ
ず
、
大
地
に
生
き
る
自
由
な
人
々
」
で
あ
る
と
い
う
印

象
は
も
は
や
過
去
の
も
の
と
な
り
、
農
村
は
中
央
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
都
市
の
消
費
対
象
の
下
に
置
か
れ
、
農
業
は
多
額
の
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補
助
金
政
策
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
国
家
や
政
策
の
存
在
無
し
に
は
持
続
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
。
増
加
す
る
補
助
金
に
税
金

が
使
わ
れ
る
以
上
、
そ
の
使
途
の
透
明
性
は
ま
す
ま
す
重
要
と
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
国
内
に
住
所
を
有
す
る
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

て
農
家
の
補
助
金
額
の
詳
細
を
個
人
名
と
と
も
に
自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
農
家
は
国
民
の
監

視
下
に
も
置
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
大
き
な
環
境
変
化
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
本
書
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
農
村
の
多
機
能
化
」
で
あ

る
。
こ
の
「
多
機
能
化
」
と
聞
い
て
読
者
は
何
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
だ
ろ
う
か
。
実
は
こ
の
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
の
概
念
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

み
な
ら
ず
先
進
諸
国
の
農
業
・
農
村
政
策
に
お
い
て
、
国
境
を
超
え
た
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
最
も
大
き
な
要

因
は
、
急
速
な
貿
易
自
由
化
と
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
台
頭
で
あ
る
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
し
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
な
貿
易
交
渉
に
よ

っ
て
農
業
補
助
金
の
削
減
が
義
務
化
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
高
い
生
産
コ
ス
ト
を
要
す
る
先
進
諸
国
の
農
業
に
と
っ
て
、
安
価
な
輸
入

農
産
品
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
政
策
に
よ
る
農
家
や
農
産
物
に
対
す
る
補
助
金
制
度
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
自
由
貿
易
に

基
づ
く
国
際
ル
ー
ル
に
抵
触
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
登
場
し
た
の
が
「
農
業
の
多
面
的
機
能
（m

ultifunctional agriculture

）」

を
利
用
し
た
「
多
機
能
レ
ジ
ー
ム
（m

ultifunctional agriculture regim
e

）」
で
あ
る
。
こ
れ
を
簡
潔
に
説
明
す
る
と
、
先
進
諸
国
が
自

国
農
業
の
保
護
を
目
的
に
、「
農
業
の
多
面
的
機
能
（
観
光
、
景
観
美
、
国
土
保
全
）」
を
盾
に
補
助
金
を
支
払
う
た
め
の
政
治
的
な
戦
略

体
制
が
「
多
機
能
レ
ジ
ー
ム
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
体
制
下
に
お
い
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
農
村
は
社
会
が
期
待
す
る
そ
の
公
益
性
を

外
部
の
権
力
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
、
多
機
能
化
へ
と
誘
導
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
こ
の
多
機
能
レ
ジ
ー
ム
の
基
礎
に
あ
る
「
農
業
の
多
面
的
機
能
」
と
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
農
林
水
産
省
に
よ
る
定

義
で
は
、「
農
業
の
多
面
的
機
能
」
と
は
「
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
文
化
の
伝
承
等
、

農
村
で
農
業
生
産
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
、
食
料
そ
の
他
の
農
産
物
の
供
給
の
機
能
以
外
の
多
面
に
わ
た
る
機
能（

（
（

」
と
さ
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れ
る
。

　

近
年
の
日
本
に
お
け
る
農
業
・
農
村
分
野
や
政
策
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
農
業
の
多
面
的
機
能
」
は
重
要
性
を
増
し
て
お
り
、
二
〇
一

四
年
の
「
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、「
多
面
的
機
能
支
払
制
度
」（
旧
、
農
地
・
水
保
全

管
理
支
払
交
付
金
）「
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
」、「
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
制
度
」
な
ど
、
農
業
の
多
面
的
機
能
を
取
り
入
れ
た

補
助
金
政
策
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
策
設
計
を
参
考
に
し
、
日
本
型
に
改
良
し
た
う
え
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
特
に
一
九

九
〇
年
代
以
降
、
い
か
に
農
業
・
農
村
の
価
値
を
再
び
見
出
す
か
と
い
う
課
題
に
向
け
て
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
や
農
業
の
環
境
的
側
面
に
注

目
が
集
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
農
業
の
多
面
的
機
能
と
い
う
用
語
は
、
そ
の
一
見
わ
か
り
や
す
い
用
語
の
性
格

か
ら
日
本
で
は
広
く
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
業
だ
け
で
は
な
く
漁
業
な
ど
他
産
業
で
も
使
わ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
農
業
の
多
面
的
機
能
を
め
ぐ
っ
て
は
、
各
国
の
政
治
的
立
場
や
貿
易
交
渉
で
の
ス
タ
ン
ス
に
よ
っ
て
解

釈
に
差
異
が
存
在
し
、
日
本
に
お
け
る
一
般
的
な
理
解
も
政
治
的
な
文
脈
と
切
り
離
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
。
農
業
の
多
面
的
機
能
と
は
先

進
諸
国
に
よ
っ
て
政
治
的
に
生
み
出
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
欧
米
中
心
主
義
的
な
そ
の
政
治
性
が
看
過
さ
れ
、
理
論
的
裏

づ
け
が
な
い
ま
ま
に
学
術
分
野
や
一
般
社
会
に
用
い
ら
れ
て
い
る
状
況
に
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
以
降

大
き
く
再
編
す
る
先
進
国
農
村
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
政
策
・
政
治
的
背
景
を
考
慮
し
た
多
機
能
レ
ジ
ー
ム
下
の
「
農
業
の
多
面

的
機
能
」
に
関
わ
る
概
念
の
整
理
と
理
論
的
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
書
に
お
け
る
第
一
の
論
点
で
あ
る
。

　

そ
し
て
第
二
の
論
点
は
、
農
業
の
多
面
的
機
能
に
関
わ
る
理
論
の
学
問
潮
流
で
の
位
置
付
け
と
、
そ
の
応
用
で
あ
る
。
先
進
諸
国
で
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
食
糧
増
産
期
か
ら
一
貫
し
て
農
業
の
近
代
化
と
生
産
性
の
向
上
、
す
な
わ
ち
「
農
業
の
生
産
主
義
（agricultural 

productivism

）」
を
貫
い
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
頃
か
ら
過
剰
農
産
物
や
貿
易
の
自
由
化
、
安
価
な
輸
入
産
品
の
流
入
が
問

題
化
し
た
こ
と
で
、
生
産
主
義
の
矛
盾
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
村
が
生
産
の
場
か
ら
消
費
の
場
へ
と
転
換
し
て
い
る
と
い
う
「
ポ

ス
ト
生
産
主
義
（post-productivism

）」
論
が
登
場
し
、
政
治
経
済
学
や
構
造
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
影
響
を
受
け
て
、
地
理
学
や
社
会
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学
を
中
心
に
議
論
が
行
わ
れ
た（

（
（

。
し
か
し
ポ
ス
ト
生
産
主
義
論
に
は
定
義
や
概
念
の
限
界
性
が
あ
り
、
ま
た
「
生
産
主
義
は
依
然
と
し
て

継
続
し
て
い
る
」
と
い
う
点
か
ら
批
判
的
な
論
調
が
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
論
点
は
、
今
な
お
先
進
国
の
農
業
は
、

農
産
物
を
商
品
経
済
化
し
、
利
益
を
追
求
す
る
資
本
主
義
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
内
に
あ
り
、
市
場
か
ら
支
持
が
得
ら
れ
る
場
合
は
、
大
量
生
産

の
た
め
の
工
業
化
す
る
農
業
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（W

oods, 2011

）。

　

よ
っ
て
、
生
産
主
義
は
む
し
ろ
「
超
生
産
主
義
」
あ
る
い
は
「
ネ
オ
生
産
主
義（

（
（

」
へ
と
形
を
変
え
て
強
化
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ

り
、
ま
た
こ
う
し
た
状
況
を
包
括
し
て
新
し
く
農
村
を
捉
え
な
お
す
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
登
場
し
た
の

が
本
書
が
取
り
組
む
「
多
機
能
論
」
で
あ
り
、
本
書
の
副
題
を
「
ポ
ス
ト
生
産
主
義
後
」
と
し
て
い
る
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。
多
機
能
論

は
、
生
産
主
義
と
ポ
ス
ト
生
産
主
義
の
両
者
が
並
存
し
て
い
る
状
態
を
理
解
す
る
た
め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
ま
た
農
村
空
間
の

あ
り
方
を
再
考
し
、
さ
ら
に
再
定
義
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　

具
体
的
に
は
第
Ⅰ
部
で
詳
述
す
る
が
、
こ
う
し
た
多
機
能
論
に
お
け
る
政
策
と
農
業
・
農
村
と
の
関
係
の
解
明
に
は
、
現
地
の
実
態
調

査
を
伴
っ
た
具
体
的
な
研
究
が
少
な
い
こ
と
が
既
存
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
は
、
農
業
の
問
題
と
農
村
の
問
題
が
そ
れ
ぞ

れ
各
論
的
か
つ
断
片
的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
背
景
に
あ
る
。
本
書
は
、
農
業
と
農
村
の
両
者
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
を
基
本
と
し
な
が
ら
多
機
能
論
の
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
策
と
い
う
上
か
ら
の
営
力
に

よ
っ
て
変
容
を
し
て
い
る
「
農
業
」
と
、
政
策
と
は
一
定
距
離
の
場
所
に
あ
り
な
が
ら
変
容
を
遂
げ
て
い
る
「
農
村
」
と
の
二
側
面
か
ら

捉
え
る
試
み
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

多
機
能
論
の
概
念
、
そ
の
応
用
と
方
法
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
学
術
分
野
に
お
い
て
共
通
し
た
定
義
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

第
Ⅰ
部
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
本
書
で
は
多
機
能
論
を
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
へ
と
応
用
す
る
う
え
で
必
要
な
議
論
を
抽
出
し
、
地
理
学
者
を

中
心
と
す
る
多
面
的
機
能
の
役
割
と
分
析
、
概
念
を
統
合
し
た
も
の
を
本
書
で
扱
う
多
機
能
論
の
射
程
と
し
た
い
。
と
り
わ
け
、
本
書
に

お
け
る
狙
い
は
、
多
機
能
論
を
通
じ
て
、
多
面
的
機
能
を
め
ぐ
る
農
業
や
農
家
を
取
り
巻
く
政
治
・
政
策
的
な
状
況
を
明
確
に
し
、
多
面
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的
機
能
と
ロ
ー
カ
ル
と
の
相
互
関
係
を
、
農
業
経
営
の
通
時
的
分
析
、
農
家
の
意
思
決
定
、
農
村
の
新
た
な
価
値
創
出
を
通
じ
て
解
明
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

二　

フ
ラ
ン
ス
山
村
と
い
う
研
究
対
象

　

副
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
書
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
は
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
、
し
か
も
山
村
を
調
査
地
域
に
し
て
い
る
。
農
業
の
多
面

的
機
能
を
国
際
交
渉
の
場
で
強
く
主
張
し
て
き
た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
。
伝
統
的
な
農
業
形
態
と
小
規
模
農
家
を
多
く
抱
え
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
、
補
助
金
に
よ
る
農
業
保
護
は
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
欧
州
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
の
発
足
以
降
、
農
業

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
策
に
お
け
る
最
重
要
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｃ
総
予
算
に
占
め
る
農
業
・
農
村
予
算
は
一
九
七
〇
年
代
で
七

五
・
五
％
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
で
六
五
％
と
非
常
に
大
き
く
、
現
在
の
Ｅ
Ｕ
予
算
に
お
い
て
も
約
四
〇
％
は
農
業
・
農
村
に
充
て
ら
れ

て
い
る
（Carroué

ほ
か
、2009

、
Ｅ
Ｕ
共
通
農
業
政
策
二
〇
一
五
年
デ
ー
タ
）。

　

こ
の
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
農
業
・
農
村
予
算
の
最
大
の
受
益
国
は
、
農
業
大
国
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス

の
な
か
で
、
最
も
補
助
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、
山
間
地
域
に
位
置
す
る
山
村
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
多
機
能
レ
ジ
ー
ム

に
基
づ
く
政
策
が
最
も
強
く
影
響
し
て
い
る
場
所
は
フ
ラ
ン
ス
山
村
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
で
農
業
を
営
む
農
家
で
あ
る
。
農
業
政
策
の

最
大
の
目
的
は
、
地
域
的
な
不
均
衡
を
是
正
す
る
こ
と
で
あ
り
、
農
業
補
助
金
は
生
産
性
の
高
い
場
所
に
比
し
て
条
件
不
利
な
場
所
、
す

な
わ
ち
地
形
や
気
候
、
市
場
と
の
遠
隔
性
な
ど
様
々
な
要
素
に
お
い
て
条
件
不
利
下
に
あ
る
場
所
と
の
格
差
是
正
の
た
め
に
あ
る
と
い
え

る
。
そ
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
策
に
お
い
て
山
間
地
域
は
様
々
な
政
策
革
新
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
「
実
験
室
」
と
し
て
長

く
位
置
付
け
ら
れ
て
き
て
お
り
、
こ
と
に
フ
ラ
ン
ス
山
村
は
、
常
に
そ
の
最
前
線
に
置
か
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
山
村
を
中
心
と
す

る
条
件
不
利
地
域
は
、
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
場
と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら
れ
た
政
治
的
な
場
な
の
で
あ
る
。
本
書
が
取
り
上
げ
る
フ
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ラ
ン
ス
中
央
高
地
（M

assif Central

：
マ
ッ
シ
フ
・
サ
ン
ト
ラ
ル
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
条
件
不
利
地
域
と
呼
ば
れ
、
ま
さ
に
多
機
能

レ
ジ
ー
ム
の
核
心
地
と
な
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
山
村
の
再
編
は
日
本
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
日
本
の
農
業
政
策
は
、
政
策
の
先
進
地
で
あ
り
小
規
模
農
家
の
卓
越
と
い
う

共
通
点
を
有
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
制
度
設
計
を
長
ら
く
参
考
に
し
て
き
た
。
多
機
能
レ
ジ
ー
ム
下
の
フ
ラ
ン
ス
山
村
の
現
在
は
、
農
業
の

多
面
的
機
能
に
関
わ
る
政
策
や
直
接
支
払
い
制
度
等
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
策
を
後
追
い
す
る
日
本
に
と
っ
て
、
山
村
と
農
業
・
農
村
政
策

の
今
後
の
関
係
性
を
予
見
し
た
姿
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

三　

本
書
の
目
的
と
構
成

　

本
書
の
目
的
は
、
生
産
主
義
か
ら
ポ
ス
ト
生
産
主
義
と
い
う
既
存
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
超
え
、
世
界
的
な
貿
易
自
由
化
を
背
景
と
す
る
農

業
・
農
村
政
策
の
政
治
性
に
注
目
し
、
ロ
ー
カ
ル
な
農
家
が
ど
の
よ
う
に
大
き
な
文
脈
に
規
定
さ
れ
変
容
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
多
機

能
レ
ジ
ー
ム
下
の
新
た
な
農
村
機
能
が
い
か
に
ロ
ー
カ
ル
で
発
現
し
て
い
る
か
を
多
機
能
論
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
山
地
農
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
多
様
な
角
度
か
ら
上
記
課
題
を
扱
う
こ
と
で
、
農
村
問
題
の
解
明
に
資
す
る
こ
と
が
本
書
の
関

心
事
と
も
い
え
る
。

　

本
書
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
次
の
用
語
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
定
義
の
も
と
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
、
農
業
が
持
つ

公
益
性
や
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
な
ど
、
政
治
的
な
文
脈
と
切
り
離
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
字
義
通
り
の
農
業
の
機
能
を
「
農
業
の
多
面
的
機
能
」

と
表
現
す
る
。
こ
れ
は
、
上
述
し
た
日
本
の
農
林
水
産
省
が
定
義
す
る
よ
う
な
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
素
朴
な
多
面
的
機
能
イ
メ
ー
ジ

を
表
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
学
術
分
野
に
お
い
て
批
判
的
視
点
や
政
治
的
な
背
景
を
含
む
農
村
の
多
機
能
性
や
多
面
的
機
能
に
つ
い
て

は
「
多
面
的
機
能
」
と
表
記
し
、
多
面
的
機
能
を
ベ
ー
ス
に
し
た
理
論
的
・
批
判
的
な
学
術
的
議
論
を
「
多
機
能
論
」
と
表
現
す
る
こ
と
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と
す
る
。
そ
し
て
、
政
治
的
な
背
景
を
反
映
し
、
先
進
諸
国
に
よ
る
農
業
の
公
益
性
を
盾
に
自
国
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
政
治
的
な
体
制

を
「
多
機
能
レ
ジ
ー
ム
」
と
表
現
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

本
書
の
内
容
は
三
部
構
成
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
理
論
編
の
第
Ⅰ
部
、
農
業
編
の
第
Ⅱ
部
、
そ
し
て
農
村
編
の
第
Ⅲ
部
で
あ
る
。
ま

ず
第
Ⅰ
部
で
は
、
先
進
国
の
農
業
・
農
村
変
容
を
ど
う
捉
え
る
の
か
、
と
い
う
問
題
か
ら
出
発
し
、
現
代
農
村
を
分
析
す
る
新
た
な
視
点

で
あ
る
多
機
能
論
の
概
念
と
方
法
、
そ
の
登
場
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
本
書
の
視
点
を
第
2
章
で
示
す
。

　

続
い
て
第
Ⅱ
部
の
「
フ
ラ
ン
ス
農
業
の
変
容
」
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
中
央
高
地
の
オ
ー
ベ
ル
ニ
ュ
地
域
を
対
象
と
し
、
多
機
能
レ
ジ
ー
ム

の
影
響
を
強
く
受
け
て
き
た
地
域
の
農
業
経
営
の
戦
略
と
そ
の
変
容
を
扱
う
。
ま
ず
第
3
章
で
は
、
多
機
能
論
の
発
端
と
も
な
っ
て
き
た

農
業
政
策
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
山
村
と
の
関
係
か
ら
整
理
を
し
、
フ
ラ
ン
ス
山
村
の
特
性
と
地
域
性
を
考
察
す
る
。
そ
れ
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
第
4
章
で
は
フ
ラ
ン
ス
山
地
農
家
が
条
件
不
利
な
環
境
下
で
農
業
所
得
を
維
持
す
る
た
め
に
い
か
な
る
経
営
戦
略
を
採

用
し
、
そ
れ
ら
を
背
景
で
規
定
す
る
基
盤
が
い
か
に
存
在
し
て
い
る
の
か
を
、
農
家
経
営
の
多
角
的
な
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し

て
、
第
5
章
で
は
、
第
3
～
4
章
で
検
討
し
た
政
策
の
展
開
と
農
家
経
営
を
、
両
者
の
関
係
つ
ま
り
「
政
策
と
農
業
経
営
と
の
関
係
」
か

ら
農
業
の
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
Ⅲ
部
の
「
フ
ラ
ン
ス
農
村
の
変
容
」
は
、
農
村
に
お
け
る
新
た
な
機
能
に
つ
い
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
田
園
回
帰
の

三
点
に
注
目
し
て
検
討
す
る
。
ま
ず
第
6
章
で
、
農
村
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
な
伝
統
性
に
よ
っ
て
い
か
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
創
出
さ
れ
た

か
を
、
フ
ラ
ン
ス
中
央
高
地
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
肉
を
事
例
に
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
第
7
章
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
農
村
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お

い
て
最
も
代
表
的
な
「
歩
く
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
す
な
わ
ち
「
ラ
ン
ド
ネ
（Randonnée

）」
を
事
例
に
、
農
村
の
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
要
素
が

い
か
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
資
源
化
さ
れ
る
の
か
を
、
セ
ヴ
ェ
ン
ヌ
地
域
の
文
学
作
品
を
利
用
し
た
観
光
化
か
ら
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
第
8
章

で
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
顕
著
と
な
っ
て
い
る
農
村
へ
の
人
口
逆
流
す
な
わ
ち
田
園
回
帰
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ュ
ラ
農
村
の
移
住

者
を
対
象
に
、「
な
ぜ
人
々
は
農
村
へ
と
向
か
う
の
か
」
に
つ
い
て
、
住
ま
う
場
所
と
し
て
の
農
村
の
機
能
に
着
目
し
て
い
く
。
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以
上
、
農
村
変
容
を
捉
え
る
理
論
と
実
証
の
分
析
を
踏
ま
え
、
終
章
に
て
空
間
ス
ケ
ー
ル
や
政
策
と
の
関
係
か
ら
本
書
の
知
見
を
示
し
、

今
後
の
農
村
研
究
に
向
け
た
課
題
を
提
示
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

注（
1
）　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
第
三
条
（
農
林
水
産
省
）
に
よ
る
。

（
2
）　

例
と
し
て
、
漁
業
あ
る
い
は
水
産
の
多
面
的
機
能
、
放
牧
の
多
面
的
機
能
、
森
林
の
多
面
的
機
能
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）　

ポ
ス
ト
生
産
主
義
論
の
背
景
に
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
農
村
研
究
に
お
け
る
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
構
造
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
流
行
が

あ
る
（W

ilson, 2007
）。
文
化
論
的
転
回
後
の
農
村
研
究
に
お
い
て
も
、
ポ
ス
ト
生
産
主
義
や
多
機
能
論
に
関
わ
る
議
論
と
は
距
離
が
取
ら
れ
て
い
た
。

（
4
）　

超
生
産
主
義
、
ネ
オ
生
産
主
義
の
ほ
か
ハ
イ
パ
ー
生
産
主
義
（hyper-productivism

）
と
表
現
す
る
論
者
も
い
る
が
、
い
ず
れ
も
生
産
主
義
が
継

続
し
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
議
論
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
生
産
主
義
的
な
農
業
が
卓
越
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

の
研
究
者
に
よ
っ
て
ポ
ス
ト
生
産
主
義
の
批
判
と
新
た
な
生
産
主
義
の
形
態
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　W

oods （2011

）
に
よ
る
。
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